
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

■　余地なし □　当面余地なし

13 12

判　定　・　説　明

45,137

－

評価区分

・長野ろう学校改築等事業の建築工事発注完了
・計画的な施設整備を松本盲学校他11校で実施

以上により概ね期待どおりであった。

1

事業改善（有効性・
効率性）の余地

内　線

E-mail

担
当
課

判
定
の
説
明

県の関与を見直す
余地

・児童生徒数の増加や施設の老朽化が進む中、施設整備を行う
必要性は高い。
・施設を継続的に使用するために計画的かつ緊急な修繕を行わ
なければならず、県の関与を見直す余地はない。

■　横ばい □　減少

5

188,418

b
期待どおり

事業成果・評価

障害児にやさしい施設整備　4校
緊急修繕　14校
地域化推進　1校

（効率指標）
概算事業費／（再編整備校数＋計画整備校数＋教室増設
校数）

1

■　当面余地なし

千円/校

□　余地あり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

多くの事業ニーズに対応していくため、施設整備を計画的に実施し、児童生徒にとって安全・安心な教育環境の構
築に努める。

特記事項

□　余地なし

⑤
事
業
の
課
題

23年度

1

事業ニーズの変化

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　再編整備、計画整備、増設

33,250

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23)

③
事
業
実
績

□　増加

区　分

・老朽化した長野ろう学校の改修等事業を計画的
に進める。（H22：設計、H23：施設建築）
・計画的な施設整備の実施（松本盲学校他２校で
実施予定）

計画整備（活） 校

校

1

□　余地あり

左記以外のH23年度実績

長野地区再編整備（活） 校

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

耐震補強（活） －

24年度（見込）

1,318,924

8,258

23年度事業費の主な内訳

1.00 1.00

782,786 1,310,666 ・需用費（修繕、分教室初度調弁）11,393千円
・役務費（建築確認手数料）              735千円
・委託料（設計・監理料）　　　　 　　28,064千円
　(委託先:㈱伊藤建築設計事務所他)
・工事請負費　　　　　　　　　　 　 　383,795千円

千円 623,594 423,987 ―

1.00

432,245

8,317

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位

千円

　概　算
　人件費

人

631,911

千円

千円

23年度 24年度（当初）

139,221 401,555

638,702

113,323

22年度

8,258

千円

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　老朽化している特別支援学校施設等に対し、安全性や機能性に配慮した整備を計画的に実施し、児童生徒にとって安全・
安心な教育環境の整備を図る。

対　象 特別支援学校

目指すべき姿
・長野ろう学校等老朽化した施設の計画的改修（長野ろう学校：平成25年度開校目標）
・老朽施設等の計画的な施設整備の実施（松本盲学校他２校実施予定）

事業内容

・児童生徒の増加により教室数が不足する特別支援学校の教室の増設
・老朽施設の計画的な施設整備の実施
・緊急的な破損等に対する修繕の実施
・児童生徒の障害の重度化、重複化等に対応した施設整備

実施方法
国庫･
県単

県が直接実施

実施期間 Ｓ53 根拠法令等 学校教育法第74条　他

国庫補助事業・
県単独事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 4-01 部・課

4374

tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

教育委員会事務局　特別支援教育課

事　業　名 特別支援学校施設整備事業

14 04 03


